
あ
っ
た
・

開
催
が
加
月
の
第
２
日

曜
を
挟
ん
で
前
後
４
日
間

な
の
で
体
育
の
日
な
ど
と

も
重
な
り
、
行
事
の
多
い

頃
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
も
あ
ま

り
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

こ
の
会
場
を
訪
れ
る
人
は

ほ
ん
の
少
し
の
人
の
よ
う

だ
。
会
場
は
二
階
の
第
一

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
示
場
で

下
の
吹
上
ホ
ー
ル
と
違
っ

て
少
し
入
り
に
く
い
よ
う

だ
、
で
も
吹
上
ホ
ー
ル
で

何
か
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

て
い
れ
ば
大
勢
の
人
が
見

に
き
て
く
れ
る
の
だ
が
今

年
は
そ
れ
も
な
く
．
．
…
．
。

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
、

名
古
屋
連
合
会
は
今
年
も

参
加
し
て
作
品
展
示
と
銅

板
張
り
の
実
演
を
行
っ
た
。

実
演
に
は
毎
年
ご
無
理
を

言
っ
て
い
る
中
川
港
支
部

の
ア
キ
ラ
板
金
さ
ん
に
お

願
い
し
た
。

職
人
衆
展
は
衣
・
食
・

住
と
生
活
関
連
の
各
分
野

の
組
合
が
出
展
、
展
示
即

売
を
行
っ
て
い
る
が
他
に

個
人
出
品
も
あ
り
目
を
み

は
る
も
の
が
あ
る
、
そ
の

中
で
二
、
三
紹
介
す
る
と
、

(1)昭和６３年１１月１５日 板 第２２３号

吟

恒
例
と
な
っ
た
尾
張
名

古
屋
の
職
人
衆
展
が
、
今

年
も
名
古
屋
市
中
小
企
業

振
興
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

例
年
名
古
屋
祭
り
の
協
賛

Ｉ

蝿
】

夕

;洪識If蕊織ＩＥＩ

§灘識議

灘
冒唾

，

ｑ

愛 知県

板金工業組合一

尽孟

こ
の
道
ひ
と
す
じ

０

Ｉ

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話732-1226

発行広報委員会

嚇蕊涛懲i鰯謹識鹸

■

も

製轟題 諺

蝿嘆

尽孟

霞灘

行
事
と
し
て
開
か
れ
る
の

だ
が
、
今
年
は
天
皇
陛
下

の
ご
病
状
治
癒
を
願
っ
て

名
古
屋
祭
り
が
大
幅
に
自

粛
さ
れ
た
中
で
の
開
催
で

鍵

も
ら
う
発
表
会
だ
と
思
う
。

次
回
は
是
非
御
覧
く
だ
さ

い
Ｏ
ま
た
今
年
の
職
人
衆
展

に
は
姉
妹
友
好
都
市
週
間

銘
に
ち
な
ん
で
名
古
屋
市

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
、
メ
キ
シ
コ
、

シ
ド
ニ
ー
、
南
京
、
各
友

好
都
市
協
会
の
協
力
で
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
姉
妹
友
好
都
市

の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、
各
都
市
と
の
友

好
親
善
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

鷲
見

蕊

職

灘

緯

過

驚鍵
1事

蟹

茶
道
具
に
使
う
茶
せ
ん
の

加
工
、
本
つ
げ
の
く
し
の

製
造
即
売
、
竹
製
の
釣
竿

の
展
示
、
尺
八
の
製
管
実

演
、
浴
衣
に
は
欠
か
せ
な

い
下
駄
の
製
造
工
程
な
ど

普
通
で
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
作
業
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
中
で
も
び
っ

く
り
し
た
の
が
「
つ
げ
」

の
く
し
を
作
る
の
に
「
ト

草
」
と
い
う
草
の
皮
を
や

す
り
に
し
て
、
く
し
の
目

を
加
工
し
て
い
く
手
作
業

に
は
驚
き
で
あ
る
、
つ
げ

の
櫛
は
高
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
職
人
衆

展
は
、
て
づ
く
り
の
良
さ

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
み
て

鍵

愛

蕊

.‘畷興､零弾

圏餅●"諺

撫緬顕Ｉ

職
|蕊i識||黙綴鑑



進
学
貸
付

愛 板 昭和６３年１１月１５日（２）

長
期
・
低
利
な
公
庫
資
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
・

普
通
貸
付

愛
知
県
最
低
賃
金
の
改

正
決
定
に
つ
い
て
は
、
去

る
八
月
十
二
日
に
愛
知
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
か
ら

愛
知
労
働
基
準
局
に
答
申

が
な
さ
れ
、
十
月
五
日
か

ら
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
日
額
で
二
二
円

（
引
上
率
二
・
九
六
％
）
、

時
間
額
で
一
四
円
（
引
上

率
二
・
九
五
％
）
引
上
げ

ら
れ
一
日
三
、
八
九
七
円

③
窓
識
確

き
た
。
あ
そ
こ
は
危
な
い

と
い
う
情
報
が
流
れ
て
き

た
。
い
つ
電
話
し
て
も
社

長
が
不
在
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
取
引
先

が
倒
産
し
そ
う
な
場
合
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

ま
ず
自
分
の
債
権
、
債

務
が
ど
れ
位
あ
る
か
を
計

算
し
、
そ
れ
を
取
引
先
か

ら
債
務
確
認
書
（
債
務
残

高
に
対
応
す
る
手
形
を
取

る
こ
と
も
そ
れ
に
代
わ
り

得
る
）
を
取
る
こ
と
は
、

》
愛
知
県
最
低
霞
金
が
“

環
。
四
Ｆ
．
一
．
。
ｐ
閏
“
諺
・
‐
：
Ｐ
鬼
４
群
堅
興
〃
く
．
今
・
一
耗
・
輔

・
改
正
さ
鋳
れ
》
ま
。
じ
た
讃
需

１
１
１
１
…

お
問
合
わ
せ
、
ご
相
談
は
、
各
支
店
の
窓
口
又

は
、
国
民
金
融
公
庫
相
談
セ
ン
タ
ー

倒
産
の
法
律

融
雪
到
謹

商
品
仕
入
・
買
掛
決
済
・
ボ
ー
ナ
ス
支
払
・
店

舗
改
装
・
機
械
購
入
な
ど
に
必
要
な
資
金
を
ご

融
資
し
ま
す
。

高
校
・
大
学
等
に
進
学
す
る
際
に
必
要
な
資
金

を
ご
融
資
し
ま
す
。

鶏

（
そ
の
２
）
１
１

愛
知
労
働
基
準
局

一
時
間
四
八
八
円

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
産
業
別
最

低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

は
現
在
審
議
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た

び
の
地
域
最
低
賃
金
の
改

正
に
よ
り
各
産
業
別
最
低

賃
金
適
用
業
種
の

①
十
八
歳
未
満
又
は
六
十

五
歳
以
上
の
者

②
清
掃
、
片
付
け
、
賄
い

又
は
湯
沸
か
し
の
業
務
に

主
と
し
て
従
事
す
る
者

今
後
の
交
渉
を
進
め
る
た

め
の
端
初
で
も
あ
り
、
以

下
に
述
べ
る
処
遇
を
引
き

出
す
機
会
を
も
提
供
し
ま

す
。
債
務
確
認
の
次
は
、
そ

の
回
収
で
あ
る
が
、
倒
産

し
そ
う
な
会
社
か
ら
回
収

を
は
か
る
の
で
あ
る
以
上
、

積
極
的
に
動
か
な
け
れ
ば

駄
目
で
す
。

相
殺
す
る
た
め
に
取
引

先
か
ら
商
品
を
買
い
受
け

る
（
買
い
を
立
て
る
）
と

か
、
あ
る
い
は
、
取
引
先

の
商
品
と
代
物
弁
済
と
し

て
受
け
と
り
転
売
を
は
か

〔
Ｆ
Ｅ
Ｌ
（
○
五
二
）
二
’
一
’
四
六
四
九
〕
へ

に
人
気
が
高
く
好
感
を
よ

ん
で
い
る
横
葺
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
と
銅
製
品
で
あ
っ
た
。

今
回
は
住
宅
事
情
の
好
景

気
と
合
い
重
な
り
、
専
問

的
な
質
問
が
殺
倒
し
不
馴

れ
も
あ
っ
て
苦
慮
し
た
よ

う
だ
。
．
こ
の
体
験
は
後
生
に
残

る
事
と
思
う
。
恒
例
に
よ

り
第
肥
回
の
催
し
で
あ
っ

た
。
地
区
の
発
展
を
期
待

す
る
。

知
多
沼
毒蝋

悪

く
わ
し
く
は
、
愛
知
労

働
基
準
局
賃
金
課

（
電
話
〈
○
五
二
〉

９
５
１
１
８
５
６
１
）

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
に
て
お
尋
ね
下

さ
い
。

③
雇
入
れ
後
三
月
未
満

（
窯
業
・
土
石
及
び
陶
磁

器
・
同
関
連
製
品
製
造
業

は
六
月
未
満
）

の
者
で
あ
っ
て
技
能
習
得

中
の
者
に
つ
い
て
は
、
新

し
い
地
域
最
賃
が
十
月
五

日
よ
り
適
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

る
。
（
く
れ
ぐ
れ
も
相
手

方
の
承
諾
な
し
に
引
き
取

っ
て
く
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
。
窃
盗
罪
と
な
る
場

合
も
あ
る
。
そ
こ
で
代
物

弁
済
契
約
書
を
作
る
べ
し
。
）

こ
と
も
場
合
に
よ
っ
て
は

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
手
形
の
ジ
ャ
ン
プ
、

弁
済
猶
予
と
引
き
換
え
に
、

取
引
先
の
売
先
に
対
す
る

債
務
を
譲
渡
し
て
も
ら
う

と
か
、
（
社
長
の
個
人
資

産
を
調
べ
て
み
る
と
担
保

に
と
れ
る
物
件
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
）
と
か
他
の

人
に
債
務
を
引
き
受
け
て

も
ら
う
等
の
働
き
か
け
を

試
み
て
み
る
の
も
一
考
で

す
。

愛
知
商
工
会
よ
り

鱒慧

◎
ご
融
資
額
一
○
○
万
円
以
内

◎
ご
融
資
期
間
五
年
以
内

◎
金
利
年
五
・
七
％

第２２３号

◎
ご
融
資
額
三
、
五
○
○
万
円
以
内

（
特
定
設
備
資
金
四
、
五
○
○
万
円
以
内
）

◎
ご
融
資
期
間
運
転
五
年
以
内

（
必
要
に
応
じ
七
年
以
内
）

設
備
一
○
年
以
内

（
必
要
に
応
じ
二
○
年
以
内
）

◎
金
額
年
五
・
七
％
（
基
準
）

知
多
市
は
臨
海
工
業
地

帯
の
ほ
ぼ
中
心
地
、
吾
々

の
日
常
生
活
に
於
け
る
必

要
な
資
源
の
供
給
基
地
。

知
多
市
の
産
業
ま
つ
り

は
去
る
加
月
詑
日
、
認
日

の
一
一
日
間
、
晴
天
に
恵
ま

れ
、
近
隣
の
市
町
村
よ
り

参
加
者
は
約
加
万
７
千
人
。

地
区
組
合
員
は
会
場
に

特
設
の
展
示
場
と
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
対
応
に
一

汗
を
流
し
た
。
又
問
屋
さ

ん
か
ら
は
㈱
山
善
さ
ん
の

御
協
力
を
頂
き
、
最
近
特

「
国
民
金
融
公
庫
か
ら
お
知
ら
せ
」

‐

識灘；蕊

支
部
だ
よ
り

知
多
市
在
住
の
組
合
員

産
業
ま
つ
り
に
参
加
／

戸司



壱
鐸
諦
燕
露
錐
雲
廼
施
麺
一
需
唖
鑑
識
堰
勝
に
導
い
た

愛 板 第２２３号

卜

ｌ
〃

り
一
宮
支
部
の
土
田
氏
の

司
会
で
進
め
ら
れ
開
会
の

辞
に
祖
父
江
地
区
の
佐
藤

氏
が
、
優
勝
旗
返
還
は
前

年
度
優
勝
の
犬
山
地
区
宮

田
氏
が
行
っ
た
。

連
合
会
長
の
滝
氏
に
続

い
て
愛
板
か
ら
平
野
理
事

長
が
早
朝
よ
り
会
場
に
か

け
つ
け
て
激
励
の
挨
拶
を

さ
れ
た
。

又
、
多
数
の
協
賛
商
社

の
紹
介
と
選
手
宣
誓
、
審

判
者
の
紹
介
と
ル
ー
ル
の

説
明
が
あ
り
、
始
球
式
と

同
時
に
試
合
開
始
と
な
っ

た
。
試
合
方
法
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
の
、
分
ゲ
ー
ム

と
し
、
広
い
グ
ラ
ン
ド
で

４
面
の
コ
ー
ト
を
使
っ
て

同
時
に
行
わ
れ
た
。

選
手
達
も
年
ご
と
に
老

い
の
目
立
つ
チ
ー
ム
も
あ

っ
た
が
、
世
代
交
替
の
時

代
な
の
か
若
さ
に
あ
ふ
れ

ん
ば
か
り
の
チ
ー
ム
も
あ

っ
た
。秋
晴
れ
の
下
で
一
丸
と

な
っ
て
応
援
し
た
り
弁
当

を
広
げ
た
り
な
ご
や
か
な

親
睦
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

勝
敗
に
お
い
て
は
一
宮

地
区
の
月
２
回
の
定
例
集

私
達
は
、
訓
練
校
卒
業

以
来
、
久
々
の
試
験
で
し

た
。
試
験
は
七
月
十
七
日
、

一
ケ
月
程
前
か
ら
練
習
に

励
み
ま
し
た
。
担
当
し
て

下
さ
っ
た
先
生
は
、
菅
沼

秀
行
先
生
、
宮
井
宏
先
生
、

講
師
と
し
て
、
原
田
忠
治

講
師
で
し
た
。
梅
雨
空
の

中
、
夕
食
も
そ
こ
そ
こ
に
、

訓
練
校
へ
出
か
け
、
一
生

懸
命
習
い
ま
し
た
。
結
果

発
表
は
、
十
月
七
日
で
し

東
三
支
部

７

…
定

江西一瀬岩小犬稲春津祖
日父

南春宮戸倉牧山沢井島江

2３

た
・

一
緒
に
練
習
に
励
ん
だ

仲
間
、
教
え
て
下
さ
っ
た

先
生
、
有
難
度
う
御
座
居

ま
し
た
。
少
し
不
安
な
気

持
ち
だ
っ
た
で
す
。

先
日
十
月
十
二
日
で
し

た
、
組
合
か
ら
一
枚
の
ハ

ガ
キ
が
届
き
ま
し
た
。

「
お
め
で
と
う
」
と
ワ

ー
プ
ロ
で
う
た
れ
て
い
る

の
で
し
た
。
「
あ
り
が
と

う
」
と
叫
び
た
く
な
る
程

に
望
む

(3)昭和６３年１１月１５日

７ 2３

で
し
『
・
Ｉ
合
格
者
は
、
次

の
方
々
で
す
。

一
級若
林
優
若
林
徹

岩
瀬
初
夫
岩
瀬
公
一

森
河
志
起
豊
田
安
弘

尾
崎
悦
司
村
松
保
孝

原
田
宏

二
級石
田
久
勝
村
田
悦
理

の
皆
さ
ん
で
し
た
。

皆
さ
ん
本
当
に
、
お
め

で
と
う
御
座
居
ま
し
た
。

発
表
後
、
諸
先
生
方
と

反
省
会
を
も
っ
て
、
喜
び

合
い
ま
し
た
。

東
三
脇
坂
Ｓ
記

1２3２

さ
る
加
月
加
日
尾
張
地

区
板
金
工
業
組
合
連
合
会

第
ｎ
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
、
祖
父
江
地
区
内
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
祖
父

江
、
津
島
、
春
日
井
、
稲

沢
、
犬
山
、
小
牧
、
岩
倉
、

瀬
戸
、
一
宮
、
西
春
、
江

南
の
ｕ
地
区
の
参
加
の
も

と
に
行
わ
れ
た
。

開
会
式
は
、
９
時
半
よ

尾
張
連
合

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

〃
一
宮
優
勝
〃

８６

６

岡
崎
は
、
県
板
青
年
●
部

（
若
手
経
営
者
・
二
代
目
）
、

岡
板
青
年
部
（
従
業
員
・

二
代
目
）
が
あ
り
、
元
は

一
つ
の
青
年
部
だ
っ
た
の

で
、
現
、
県
青
部
長
の
高

柳
さ
ん
の
、
段
取
り
で
、

こ
の
日
の
ナ
イ
タ
ー
交
流

と
な
り
ま
し
た
。

二
十
一
名
の
参
加
で
、

七
時
よ
り
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

８

十
月
十
三
日
、
県
板
青

年
部
対
岡
板
青
年
部
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
が
市
内
、
大

門
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
、

ナ
イ
タ
ー
試
合
が
開
か
れ

ま
し
た
。

十
月
六
日
の
予
定
が
、

雨
で
一
週
間
延
び
て
し
ま

い
、
前
日
の
雨
で
、
と
て

も
、
肌
寒
い
、
ナ
イ
タ
ー

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

1５

岡
崎
青
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

８

ナメント表

宮

８ 1２

２
－９ １０ 1１

１２

に
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※法人の負担した掛金は全麺損金として処理できます。その

揖金は従業員の所得税の対象となりません。

※個人噸業主が従業目の為に負担した掛金は全額必要経費と
して処理でき､その揖金は従栗風の所得税の対象となりません。

高
齢
の
た
め
健
康
が
心

配
さ
れ
て
い
た
「
天
皇
陛

下
」
が
九
月
下
旬
「
吐
血

重
体
」
の
事
態
に
な
ら
れ

た
事
は
、
よ
く
御
存
知
の

事
で
あ
る
。

皇
居
を
始
め
全
国
各
地

第
一
戦
は
、
県
板
青
年

部
が
九
対
一
で
勝
ち
、
途

中
で
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
、

ス
ー
プ
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
し
じ
み
の
み
そ
汁

も
あ
り
、
寒
か
っ
た
の
で
、

あ
る
か
ら
、
病
気
の
一
日

も
早
い
回
復
を
願
う
国
民

の
気
持
は
皆
同
じ
で
あ
る

と
思
う
。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題

な
の
は
、
「
自
粛
」
の
意

味
で
あ
る
。

自
治
体
、
学
校
、
職
場
、

バ
ー
ゲ
ン
な
ど
、
毎
年
恒

例
の
秋
の
催
事
が
、
自
粛

ム
ー
ド
の
高
ま
り
か
ら
、

次
々
と
中
止
と
な
り
残
念

で
な
ら
な
い
。

行
過
ぎ
た
自
粛
は
国
民

生
活
に
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ

る
。
昨
今
、
行
過
自
粛
が

問
題
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

規
模
を
縮
少
し
て
で
も
恒

例
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
は

進
め
て
も
ら
い
た
い
の
が

国
民
感
情
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。行
過
自
粛
は
、
好
況
経

済
が
一
転
し
て
自
粛
不
況

を
招
き
か
ね
な
い
。

Ｍ
生

一
禦
樗
‐
雲
謹
肇
署
寅
謬
蕊
鱈
顎熱

電
且
岳
鵜
露
嘩
昭
語
い
嵯
奉
祷
牽
認

由勺

灘篭

、

※個人噸業主が従業員の為に負担した損金医霊至E涯雪蕊翻
して処理でき､その揖金は従栗風の所得税の対象となりません。

北
か
ら
南
ま
で
、
細
長

い
日
本
列
島
い
た
る
所
で
、

イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

「
○
○
博
」
な
ど
何
ケ
月

に
も
及
ぶ
大
掛
り
の
も
の

か
ら
、
村
起
し
程
度
の
催

物
迄
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

ど
ち
ら
に
し
て
も
人
々
の

将
来
を
見
つ
め
、
ふ
れ
あ

い
、
楽
し
み
、
そ
し
て
各

業
界
を
潤
す
催
事
は
街
や

人
々
の
日
常
生
活
を
活
性

化
す
る
事
に
、
大
き
く
役

立
っ
て
い
る
。

昨
年
、
岡
崎
市
で
催
さ

れ
た
「
葵
博
」
さ
き
ほ
ど

終
幕
を
迎
え
た
「
岐
阜
未

来
博
」
「
閉
飛
騨
・
高
山

博
」
な
ど
、
予
想
入
場
者

数
を
大
巾
に
延
ば
し
、
十

億
単
位
の
黒
字
を
計
上
し

て
大
成
功
を
納
め
た
。

現
在
、
名
古
屋
市
内
で

は
「
緑
と
花
の
祭
典
」
が

開
か
れ
て
お
り
、
好
評
を

得
て
い
る
し
、
来
年
の
「
世

界
デ
ザ
イ
ン
博
」
に
向
け

た
準
備
が
着
々
進
み
、
名

古
屋
市
内
も
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。

地
元
名
古
屋
で
開
か
れ

る
「
世
界
デ
ザ
イ
ン
博
」

が
大
成
功
を
納
め
る
事
を

祈
り
た
い
・

十
月
二
十
七
日
附
快
晴

二
二
三
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
三
十
分
終
了⑧

保F章内容と掛金（単位

で
病
気
平
癒
を
祈
る
多
く

の
国
民
が
記
帳
に
訪
ず
れ

て
関
心
の
高
さ
を
示
し
て

い
る
。四
十
三
年
前
、
敗
戦
の

日
迄
、
天
皇
は
「
神
」
で

あ
っ
た
。

戦
後
の
「
陛
下
」
は
日

本
国
の
象
徴
で
あ
り
、
人

間
天
皇
に
な
ら
れ
た
の
で

と
て
も
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

二
戦
目
は
混
合
チ
ー
ム

で
、
夜
九
時
ま
で
、
楽
し

く
過
し
ま
し
た
。岡

崎
中
村

△
編
集
後
記

Z⑲』

※法人の負担した掛金は全麺損金として処理できます。その
掻金は従業員の所得税の対象となりません。

必要lこ応じたコースをお選びください

組
合
の
共
済
制
度
に
加
入
し
て
下
さ
い
／

Ｌ

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

理
事
長
平
野
弘

組
合
独
自
の
グ
ル
ー
プ
保

険
を
発
足
さ
せ
て
組
合
員
の

皆
様
に
加
入
を
お
願
い
し
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
ご
承
知

の
と
お
り
で
す
。

私
共
の
業
界
は
何
時
不
慮

の
災
害
に
あ
う
か
解
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
た
め
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
家
族
の
た
め
に

も
安
全
保
障
を
し
て
お
い
て

下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
理
解
あ
る
御
賛

同
で
一
口
で
も
多
く
加
入
し

て
い
た
だ
き
、
こ
の
制
度
を

確
立
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

特
長

○
安
い
掛
金
で
大
き
な
保
障

が
え
ら
れ
ま
す
。

○
病
気
死
亡
・
災
害
死
亡
は

も
と
よ
り
不
慮
の
事
故
に

よ
る
傷
害
お
よ
び
入
院
も

保
障
し
ま
す
。

○
遺
族
に
対
し
、
長
期
生
活

資
金
と
し
て
年
金
を
支
給

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
一
年
更
新
で
す
か
ら
、
毎

年
加
入
コ
ー
ス
の
見
直
し

が
で
き
ま
す
。

○
一
年
ご
と
に
収
支
計
算
を

行
っ
て
、
剰
余
金
が
生
じ

た
場
合
に
は
一
定
の
基
準

に
よ
り
配
当
金
と
し
て
お

返
し
し
ま
す
。

円）

加入コース １口 ２□ Ｓロ

保
応
内
答

月
瓢
墨
金
〈
擬
算
〉

死亡・高度厩害保侯金

災害死亡保険金

醸害滝付ヨ会

災害入院姑付金’’己につき1.5CO円

ご加入垂齢挺囲Ｉ男

１５～３５錘

３６～４０蝿

４１～４５趣 ’

４６～５０軍

５１～５５霞

５６～６０顔

300万円

400万円

1CO西国～10万円

806,~,

914

1.118

１１．５２５

１２０'５
２８４３

女

651面

810

897

1.062

1.287

1.647

600万円

800万円

200万円～20万円

１己につき３．０００円

男

1.612円

1.828

2.236

3.052

4.030

5.686

女

1.302円

1.620

1‘794

2.124

2.574

3.294

９００万1コ

1.200万国

300万円～30万円

１＝につき4.500円

男

2,418

2.742

3.354

4.578

6.045

８．５２９

女

1.953Ｉ

2.430

2.691

3.185

3.861

4.941

6１～６５寂

６６～７０載

4.253

6.719

2.331

3‘597


